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見 本見 本

こんなことが
決まりました
───────

第 4 回定例会

条例 国 民 健 康 保 険

産前産後期間分の保険税を免除
子育て世帯の負担軽減のために条例改正

─ 給与条例など４件を改正 ─
●九戸村議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する

条例の一部を改正する条例
●特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
●会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例
　期末手当の支給割合を国の例に準じ、次の表のとおり引き上
げるもの。

職　　名 引上割合
議会議員、村長、副村長、教育長 0.10カ月
　会計年度任用職員 0.05カ月

●一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　一般職の職員の期末手当、勤勉手当の支給割合を国の例に
準じ、それぞれ 0.05 カ月分（定年前再任用短時間勤務職員は
0.025 カ月分）、給料月額を平均 1.9％引き上げるもの。

物価高騰支援事業などに4267万円
追加提案の一般会計補正予算(第７号)を可決

　追加提案のあった物価高騰への支援事業4063万3000円、後期高齢者医
療広域連合医療給付費負担金203万8000円を内容とする一般会計補正予
算を全会一致で可決。予算総額は、53億9691万円1000円となりました。

（左手前から）下川原あみさん、（左手前から）下川原あみさん、
悠斗くん、朝輝くん、雄大さん悠斗くん、朝輝くん、雄大さん
＝1 2月2 0日・1歳6カ月児＝1 2月2 0日・1歳6カ月児
健診の会場で健診の会場で

生活者応援商品券交付事業
　1371万3000円

　住民税非課税世帯を除く村民に
生活支援のための商品券を配布
・金額　１人3000円

※　住民税非課税世帯に対して
は、１世帯当たり7万円が別に
給付されます。【関連記事４ページ】

飼料価格高騰対策支援事業
739万5000円

　畜産農家に対し、月齢に関係なく
次の経営支援助成金を支給
・助成額
　乳用牛　１頭 　  1万円
　肉用牛　１頭　7000円

燃料価格等高騰対策支援事業
1952万5000円

　農業者や小規模事業者に対し、 
次の経営支援助成金を支給
・助成額　令和4年確定申告書・ 

収支内訳書記載の動力光熱費 
等に物価上昇係数7.98％を乗 
じた金額（上限20万円）

予 算
特別会計・事業会計４件

●農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　予算総額に８万4000円を追加し、3795万3000
円としました。内容は、令和４年度起債借入額の償
還額確定による増額です。
●下水道事業特別会計補正予算（第３号）
　予算総額に33万9000円を追加し、１億6064万
円としました。内容は、職員給与の改定や令和4年
度起債借入額の償還額確定などによる増額です。
●索道事業特別会計補正予算（第１号）
　予算総額に148万6000円を追加し、1679万
1000円としました。内容は、電気料金高騰による光
熱水費の増額と仮設トイレのレンタル料金です。
●水道事業会計補正予算（第2号）
　職員給与の改定に伴い予算の総額は変更せずに
修繕費を減額し、給与費を増額するものです。

一般会計に5917万円追加（補正第６号）

　予算総額に5917万6000円を追加し、53億5424
万円としました。

追加された主な予算
●デマンド交通運行事業費補助金 1862万7000円

Ｑ　補助内容と村民のメリットは何か 【関連記事15ページ】

Ａ　補助金は、令和６年度導入予定のデマンド交通
の準備費用である。循環バスを廃止して移行する
ものだが、九戸地域診療センターでの待ち時間を
解消したり自宅に近い場所で乗下車できるなど
利便性の向上を一番の目的としている。

●特定地域づくり事業協同組合設立等支援補助金
　……………………………………… 256万8000円

Ｑ　補助金の内容は何か 【関連記事6・7ページ、12㌻】

Ａ　組合設立の費用を支援するもので、資本金180
万円、そのほか事務所開設費などである。

●あったか生活支援事業… ………… 405万3000円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　氏　名
議　　案　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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岩
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俊
明

審
議
の
結
果

九戸村議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 - 可決

特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 - 可決
※「〇」…賛成、「×」…反対、「欠」…欠席、「 - 」…桂川議長は、賛否同数などの場合にのみ採決に加わります。

全11議案のうち、
９議案が全会一致で
「可決」されました。

▼ 議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正

▼特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
　　議員や特別職の期末手当を引き上げる前に、村
民の所得向上、福祉政策の充実などを最優先に
して取り組むべきであり、条例改正に反対する。

反
対

討  

論第4回定例会
賛否が分かれた議案

久
保
え
み
子
議
員

会 

期

12
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
は
、条
例
案
５
件
と
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
な
ど
６
件
の

予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。慎
重
に
審
議
を
行
い
、全
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。一
般
質
問
に
は
５
人

が
登
壇
し
、こ
れ
か
ら
の
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
１
月
分
の

保
険
税
か
ら
対
象

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
、次
世
代
育
成
支
援
な

ど
の
観
点
か
ら「
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
」が
提

出
さ
れ
、全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
改
正
に
よ

り
、令
和
５
年
11
月
１
日

以
降
に
出
産
予
定
ま
た
は

出
産
し
た
方
の「
産
前
産

後
期
間
」相
当
分
の
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
額

と
均
等
割
額
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
軽
減
措
置

は
令
和
６
年
１
月
1
日

施
行
の
た
め
、令
和
５
年

度
に
お
い
て
は
産
前
産
後　
　
　

期
間
の
う
ち
、令
和
６
年

１
月
以
降
の
分
だ
け
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

▼
産
前
産
後
期
間

　

出
産(

予
定)

月
の
前
月

か
ら
、出
産(

予
定)

月
の

翌
々
月
ま
で
の
４
カ
月
間
。

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、３

カ
月
前
か
ら
の
６
カ
月
間

と
な
り
ま
す
。
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九
戸
村
議
会
議
員　
櫻
庭
豊

太
郎
氏（
81
歳
）が
去
る
２
月

８
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
櫻
庭
豊
太
郎
氏
は
、
平
成

15
年
６
月
に
初
当
選
以
来
、
村

議
会
議
員
を
通
算
５
期
、
17
年

目
の
奉
公
中
で
し
た
。

　
そ
の
間
、
村
議
会
議
長
や
議

会
運
営
委
員
長
、
常
任
委
員

長
、
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
議
員
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
地
方
自
治
の
進
展
と
九
戸

村
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
故
櫻
庭
豊
太
郎
氏

の
生
前
の
ご
功
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

議員は何をしているの？
議員や議会は何をしているの？という声を聞きます。

ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。

	 ５日	 北部地区町村議会議長会県政要望
	 ６日	 平庭地域市町村議会議員連絡協議会総会
	 16日	 産業民生常任委員会村外行政視察調査　～17日
	 24日	 九戸村村政調査会
	 26日	 総務教育常任委員会村外行政視察調査　～27日

	 ９日	 議会広報常任委員会
	 14日	 第３回臨時会(議案審議)
	 22日	 産業民生常任委員会住民懇談会
	 27日	 議会運営委員会、九戸村村政調査会
	 29日	 町村議会議長全国大会 平庭地域市町村議会議員連絡協議会総会

10
月

11
月

	 ４日	 第４回定例会（議案上程)
		  常任委員会、議員全員協
		  議会、九戸村村政調査会
	 ７日	 第４回定例会（一般質問）
	 ８日	 第４回定例会（議案審議）

12
月

ＪＡ新いわて二戸酪農生産部会・北いわて和牛改良部会九戸支部と　　　　　　　産業民生常任委員会との懇談会 ／ 11月22日開催
1　
本
村
の
酪
農
・
和
牛
繁

殖
農
家
の
役
割(

耕
作
放

棄
地
の
解
消
な
ど)

を
再

認
識
し
た
支
援
策
の
実
施

の
ほ
か
、農
地
を
守
る
観

点
か
ら
も
飼
料
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業
等
の
短
期

的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

農
畜
産
業
への
支
援
。

2　
経
営
者
の
支
援
策
は
も

と
よ
り
、将
来
の
農
畜
産
業

の
在
り
方
を
視
野
に
入
れ

た
第
三
者
継
承
な
ど
、新

し
い
発
想
に
よ
る
後
継
者

不
足
解
消
の
取
り
組
み
。

3　
村
内
は
も
と
よ
り
他
市

町
村
の
農
畜
産
業
の
現
状

を
把
握
し
、実
情
に
合
っ
た

継
続
的
な
補
助
制
度
。

4　
村
内
の
経
営
者
や
二
戸

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、近

隣
市
町
村
等
と
の
連
携
を

密
に
し
た
時
代
に
対
応
す

る
支
援
策
。

必
要
と
考
え
る
四
つ
の
振
興
策

明 日 を一緒に考える▶

参
加
者
の
皆
さ
ん

　令和５年第３回臨時会は11月14日に開か
れ、村長から提出のあった令和５年度一般
会計補正予算（第５号）を審議し、全会一致
で原案のとおり可決しました。これにより一
般会計予算は7998万3000円が追加され、
総額で52億9506万4000円となりました。

－ 補正予算の内容 －
●ワクチン接種予約受付業務委託料
　……………………………………320万円
　新型コロナワクチン接種の予約受付業務を
委託する期間の延長を行うための経費です。

●住民税非課税世帯臨時特別給付金
　…………………………………6370万円
　エネルギー・食料品等の価格高騰の影響が
大きい住民税非課税世帯に対し、本年度実施
した臨時特別給付金の追加給付として、１世帯
７万円を支給するための経費です。

●長期債元金償還金等
　……………………………1308万3000円
　過疎対策事業債と減収補

ほ て ん

填債に事務処理の
誤りで超過借り入れがあったことから、加算金等
を加えて繰り上げ償還するための経費です。そ
の内訳は次のとおりです。
　・長期債元金償還金	 1287万5000円
　・加算金	 19万7000円
　・繰上償還手数料	 １万1000円

問議員　繰り上げ償還をしなければならなく
なった経緯は？

答総務課長　過疎対策事業債は、実績額で借
り入れするべきところを予算額で借り入れし
たこと。減収補填債は、限度額を超えて借り
入れしたことによる。いずれも制度の理解と
確認事務に不足があったことによる。

問議員　加算金と繰上償還手数料は、一般財
源で負担することになる。村民の負担が増
えるが、村長はどう考えているのか。

答村長　村民の皆さんにご迷惑をかけ、大変
申し訳なく思っている。５年前にも同様のこ
とがあったが、チェックの仕組みをこれまで
に改善できていなかったことは、反省すべき
ことだ。今後、このようなことがないように事
務処理の体制を構築したい。

生活支援、コロナ対策など
一般会計予算に7998万円を追加

議長交際費を公表
月

お祝い・会費
件　数 金　額

１０月 １件 ３,０００円
１１月 ０件 ０円
１２月 ２件 ２０,０００円

※　議長交際費とは、議長が議会の対外的活動を行うための経
費です。各種団体の総会や式典の会費などが主なものです。

九戸村畜産まつり

訃 

報
櫻
庭
豊
太
郎
議
員
逝
去

第
３
回
臨
時
会
　
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会
で

は
11
月
22
日
、Ｊ
Ａ
新
い
わ

て
二
戸
酪
農
生
産
部
会(

田

澤
松
雄
部
会
長)

、北
い
わ
て

和
牛
改
良
部
会
九
戸
支
部

(

千
葉
一
孝
支
部
長)

と
の
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、両
部
会
か
ら
合

わ
せ
て
11
人
が
参
加
。「
酪

農
家
、和
牛
繁
殖
農
家
の

現
状
と
課
題
」「
飼
料
高
騰

に
対
す
る
対
策
」を
テ
ー
マ

と
し
、二
戸
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
畜
産
酪
農
課
の
大
崎
佳

智
利
課
長
補
佐
と
九
戸
村

産
業
振
興
課
の
川
原
憲
彦

課
長
の
助
言
を
得
な
が
ら
、

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
、振
興
策
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、常
任
委

員
会
で
は
会
議
を
重
ね
な
が

ら
、今
後
の
振
興
に
必
要
と

思
わ
れ
る
事
項
を「
住
民
懇

談
会
実
施
報
告
書
」と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。議
会
で
は
、

活
動
を
通
じ
て
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
、報
告
書
を
村

長
へ
届
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、振
興
に
必
要

な
施
策
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。懇
談
会
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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直面する人口減少社会、少子高齢化の加速などによ
り維持・発展が難しくなる自治体も出てくると予測され
る中で、私たち九戸村に住む者と子育てや起業などのチャ
ンスの場として移住を希望する人々が、共に「住みたい。
住み続けたい」と感じることができる「むらづくり」には、
どのような施策が有効なのか。産業民生常任委員会と総
務教育常任委員では視察調査を行い、先進事例などから
そのヒントを探りました。

「人口減少対策」のヒントを探る

　民間企業が運営
する道の駅は、社長
自ら現場に立ち、月
１度の役付社員会
議を行い社員の発
想を取り上げて運
営することで、社員
のやる気を出して
いた。

渡　保男委員

　「トップダウンだ
けでは、社員のや
る気と良い仕事に
つながらない」と
言っていた。社長
自ら現場に立って
状況を把握し、感じ
ることも大切だと
思った。

髙﨑覺志委員

ここに注目!!

東成瀬村地域づくり事業協同組合の尾形新一代表
理事（右から３番目）と東成瀬村役場庁舎前で

「道の駅うご」が掲げている課題と対策
課　　題 対　　　　　策

施設維持費の増加 黒字経営による内部留保

社員が働きやすい職場 働き方改革の実践。「頑張り」が報酬に反映
する仕組みの確立

生産者の加齢・農業離れ
による生産基盤の縮小

規格外品を含めたオール販売などによる所
得向上の支援。「道の駅を活用」した多様な
営農スタイルの取り組みを促進

急激な人口減少（施設と
しての取り組み）

町民が誇れる魅力ある施設となることで羽
後町ファンを増やし、交流・関係人口を拡大

建物の外観は、西馬音内盆踊りの藍染め衣装を
モチーフにした藍色と真っ赤な帯。ギザギザの屋
根は、周辺の山々を表している

産
業
民
生
常
任
委
員
会
報
告

　村内事業者の労
働力不足解消のた
め、雇用の受け皿
となり村の活性化
につなげるために
は、労働力の需給
調整を担う有能な
コーディネーターが
必要。

川戸茂男委員長

　東成瀬村は平成
の大合併で自立の
道を選び、村持続
の取り組みを行っ
ている。九戸村は
今、村民が積極的
に発言し、みんな
で知恵を出し合う
ときだと思う。

坂本豊彦副委員長

　特定地域づくり
事業協同組合の経
営には、村民の信
頼があり、強い指
導力のある方を代
表理事に選任し、さ
らに派遣先の調整
を行う職員の確保
を図るべき。

古舘　巖委員

ここに注目!!

学んで
これを

  生かす。

視察調査
報告

東成瀬村地域づくり
事業協同組合
マルチワークにより人手不足解消と
新たな雇用の場をつくる
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本
村
と
同
じ
よ
う
に
人
口

減
少
、少
子
高
齢
化
が
進
む

秋
田
県
東
成
瀬
村（
人
口
約

２
４
０
０
人
）で
は
、特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制

度(

組
合
制
度)

を
活
用
し
て

〝
東
成
瀬
村
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合(

組
合)

〟を
設

立
。「
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
」に
よ
り
、地
域
の
維
持
と

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

〝
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
〟と
い
う

  

新
し
い
働
き
方
で

　
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
と
は
、季
節

や
時
間
ご
と
に
、複
数
の
仕
事

に
従
事
す
る
働
き
方
を
指
し

ま
す
。例
え
ば
、春
か
ら
秋
に

か
け
て
は
農
林
業
で
、冬
は
ス

キ
ー
場
で
働
く
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
す
。

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

は
、地
域
産
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
複
数
の
事
業

者
で
組
合
を
設
立
し
、組
合

が
正
規
雇
用
し
た
職
員
を
マ

ル
チ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、組
合
員

で
あ
る
事
業
所
に
労
働
者
と

し
て
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

成
果
も
あ
る
が
課
題
も

　

組
合
で
は
、「
繁
忙
期
に

お
け
る
人
手
不
足
の
解
消
」

「
通
年
雇
用
の
創
出
」「
若

者
の
地
元
定
着
や
移
住
」を

成
果
と
し
つ
つ
、次
の
事
項
な

ど
を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い

ま
す
。

・
派
遣
職
員
の
年
間
を
通
じ

た
派
遣
先
の
確
保
。

・
給
与
や
待
遇
の
向
上
・
改

善
、住
居
の
確
保
な
ど
。

・
派
遣
職
員
の
応
募
者
が
少

な
い
こ
と
。

無期雇用

東成瀬村
地域づくり事業組合

一 定 の
給与水準 組合員事業者に人材派遣

人
材（
地
域
の
若
者
や
移
住
者
な
ど
）

国
・
村

季節的な労働需要を組み合わせ
通年の雇用を創出

運営費
助　成

４~10
月

7~12
月

10~12
月

12~3
月

農
林
業・宿
泊
施
設

製
造
業

酪
農・農
業

ス
キ
ー
場・宿
泊
施
設

産
業
民
生
常
任
委
員
会
報
告

　
「
道
の
駅
う
ご 

端は

ぬ縫
い
の

里
」は
、日
本
三
大
盆
踊
り
と

称
さ
れ
る
西に

し

も

な

い

馬
音
内
盆
踊
り

の
町
、秋
田
県
羽
後
町（
人
口

約
１
万
３
５
０
０
人
）の
道
の

駅
。産
業
振
興
、観
光
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
評
価
さ
れ
、

東
北
道
の
駅
大
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

民
間
企
業
が
運
営
し

地
域
の
特
性
を
生
か
す

　

施
設
は
、民
間
企
業
が
指

定
管
理
に
よ
り
地
域
の
特
性

を
生
か
し
て
運
営
。課
題
を

整
理
し
、目
的
を
明
確
に
し
て

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
来
客
者
数
は
約

78
万
人（
レ
ジ
通
過
者
）で
、農

産
物
直
売
所
の
販
売
額
は
、会

員
１
人
当
た
り
約
１
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
魅
力
を
高
め
る

　
「
西
馬
音
内
盆
踊
り
」を

事
業
の
題
材
に
取
り
入
れ
た

り
、歴
史
あ
る「
西
馬
音
内
そ

ば
」を
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
で

提
供
。ま
た
、町
に
喫
茶
店
が

な
い
と
う
声
を
取
り
入
れ
た

カ
フ
ェ
、酪
農
家
支
援
の
た
め

に
町
内
産
素
材
を
活
用
し
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョッ
プ
を
オ
ー

プ
ン
。新
商
品
開
発
や
農
業

体
験
の
受
け
入
れ
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

道の駅うご 端縫いの里
魅力を高めることで観光の「目的地」に
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▼
組
合
の
概
要

　
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
の
認
定
を
受
け
、
令
和
３
年
１

月
か
ら
労
働
者
派
遣
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

・
組
合
員
数　
10
事
業
者

・
組
合
員
の
事
業
分
野  

農
林
業
、

　

食
品
加
工
業
、宿
泊
業
、ス
キ
ー

場
運
営
等

・
派
遣
職
員　
５
名（
２
名
が
村
外

か
ら
就
職
。う
ち
１
名
は
移
住
）

くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行 〈6〉くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行〈7〉



「一集落一農場」構想
　集落営農に地域ぐるみで取り組むことで
「農業生産の協業を図り、生産性を向上さ
せ、共同の利益を増進する」というもの。

　

宮
古
市
小
国
総
合
交

流
促
進
施
設「
里
の
駅
お

ぐ
に
」は
、閉
校
し
た
旧
小

国
小
学
校
の
校
舎
を
改
修

し
、国
道
３
４
０
号
を
利
用

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息

と
地
域
住
民
の
交
流
促
進

を
目
的
に
整
備
さ
れ
た
施

設
で
す
。

　

里
の
駅
と
し
て
活
用
さ

て
い
る
の
は
、木
造
２
階
建

て
校
舎
の
１
階
部
分
。ま

た
、フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
い
す

や
机
も
、旧
小
学
校
で
使
わ

れ
て
い
た
も
の
を
再
利
用

し
て
い
ま
す
。

施
設
の
管
理
運
営
は

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
里
の
駅
が
あ
る
の
は
、宮

古
市
と
合
併
し
た
旧
川
井

村
小
国
で
、本
村
と
同
様
に

人
口
が
減
少
し
、高
齢
化

率
が
高
い
地
域
で
す
。

　

里
の
駅
は
、宮
古
市
が

開
設
。管
理
運
営
は
、そ
の

　地域農地を集約
し、１０１ヘクタール
の規模はすごい。組
織の中心となった
人材は、すごい人だ
と感じた。「一集落
一農場」を次の世代
につなげてほしい。 大﨑優一委員

　少子高齢化が進
む中山間地域で、
「一集落一農場」の
理念の下、地域ぐ
るみで集落営農を
実践している。本村
でも、新しい発想で
取り組むことが必
要だと思う。

桂川俊明委員

ここに注目!! 宮
守
川
上
流
生
産
組
合
の
菊
池
文
彦
事
務
局
長

(

前
列
右)

と
地
区
集
会
施
設
前
で

　少子化対策と貧
困の定義が勉強に
なった。人間は、人
と関わって暮らす
ことが大切だと感
じた。多くの人と交
わることのできる
環境づくりを大事
にしたい。

久保えみ子委員

　子ども食堂は食
事を提供すること
だけではなく、そこ
に集まる人々がつ
ながることで孤立
を防ぎ、居場所づ
くりになると伺い、
「ぜひこの活動を」
と思いました。

保大木信子委員

ここに注目!!

山屋理恵理事長(左)とこども食堂総括の川守田栄美子
さん＝インクルいわて事務所

　視察調査を終
え、本村の小学校
廃校後の校舎活
用については、地
域で「どうするか」
をテーマに話し合
い、地域の力で有
効活用が図られる
こと願っています。

中村國夫委員長

　里の駅おぐに
は、廃校後の学校
を活用した交流施
設で、改修に１億5
０００万円を掛けた
とのこと。本村でも
小学校廃校後の活
用に、十分な検討
が必要と感じた。

岩渕智幸副委員長

ここに注目!!
運
営
法
人
と
し
て
地
元
有

志
で
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
小
国
振
興
舎
が
指
定

管
理
で
行
う
こ
と
で
、地

域
活
性
化
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
施
設
の
概
要　

　

産
直
コ
ー
ナ
ー・売
店
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト・休
憩
コ
ー

ナ
ー
、厨
房
、菓
子
製
造

室
、ト
イ
レ
、展
示
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
ス
ペ
ー
ス
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
と
暮
ら
し
の
拠
点

　

小
国
地
区
で
は
商
店
の

数
が
減
少
し
、運
転
免
許

証
の
返
納
で
買
い
物
に
困

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、里
の
駅
の
売
店

で
は
、生
活
用
品
を
充
実
。

直
売
所
に
農
産
物
を
届
け

に
来
た
住
民
が
雑
談
を
交

わ
し
、生
活
用
品
を
購
入

し
て
帰
る
な
ど
、暮
ら
し
を

支
え
る
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
。

●「
里
の
駅
」整
備
の
歩
み

平
成
22
年　
川
井
村
と
宮

古
市
が
合
併
。移
動
市
長

室
の
開
催
を
契
機
に
、小

国
地
区
で
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、「
地
域

を
ど
う
す
る
か
」を
テ
ー
マ

に
話
し
合
い
が
始
ま
る
。

平
成
24
年　
「
里
の
駅
構

想
」が
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

続
け
る
中
で
浮
上
す
る
。

平
成
27
年　
小
国
小
学
校

が
閉
校
。同
小
学
校
校
舎

を
活
用
し
た「
里
の
駅
」整

備
の
方
向
性
が
決
定
す
る
。

平
成
30
年　
工
事
に
着
手

令
和
元
年　
里
の
駅
開
業

閉校となった小学校の校舎を再利用して整備された「里の駅おぐに」

総
務
教
育
常
任
委
員
会
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会
報
告 　

宮
守
川
上
流
生
産
組
合
は

「
一
集
落
一
農
場
」構
想
に
よ

り
、集
落
営
農
と
地
域
づ
く
り

を
展
開
す
る
遠
野
市
の
農
事
組

合
法
人
で
す
。

　

同
組
合
は
、ほ
場
整
備
事
業

(

面
積
１
０
１
ヘ
ク
タ
ー
ル)

を
契

機
に
地
区
の
全
農
家
１
８
３
戸

で
発
足
し
た
任
意
組
合
で
し
た

が
、組
織
目
標
の
明
確
化
と
事

務
管
理
体
制
強
化
の
た
め
に
法

人
化
。現
在
は
、効
率
的
農
業

の
推
進
だ
け
で
は
な
く
加
工
場

の
設
置
に
よ
る
６
次
産
業
化
、

直
売
所
を
核
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
景
観
形
成
な
ど
、多
岐

に
わ
た
る
地
域
づ
く
り
活
動
を

行
って
い
ま
す
。

農事組合法人
宮守川上流生産組合

〝一集落一農場〟を掲げ地域づくり
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盛
岡
市
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル

い
わ
て
は
、ひ
と
り
親
と
子
ど
も
が
楽
し
く

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
自
ら
歩
む
こ
と

が
で
き
る
包
摂
さ
れ
た
社
会
を
目
指
し
、

ひ
と
り
親
世
帯
と
地
域
住
民
を
対
象
と

し
た
就
業
支
援
事
業
、生
活
支
援
事
業
、

地
域
連
携
事
業
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
自
主
事
業
の
実
績

　

①
こ
ど
も
食
堂
②
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

包
括
的
支
援（
イ
ン
ク
ル
す
て
ー
し
ょ
ん
、

就
活
支
援
、親
子
の
生
活・物
資
支
援
）③

年
末
年
始
応
援（
一
緒
に
お
せ
ち
）④
企

業
と
の
連
携
事
業（
被
災
地
と
の
交
流
）

イ
ン
ク
ル
い
わ
て 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ひ
と
り
親
世
帯
を
子
ど
も
食
堂
な
ど
で
支
援

10
╱
27
視
察
調
査
・
岩
手
県
盛
岡
市

里
の
駅
お
ぐ
に 

総
合
交
流
促
進
施
設

旧
小
学
校
を
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
活
用

10
╱
26
視
察
調
査
・
岩
手
県
宮
古
市
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問　
国
道
３
４
０
号
長
興

寺
上
地
区
の
歩
道
整
備
事

業
の
今
後
の
実
施
は
、ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
整
備
に
当
た
っ
て
は
、一

戸
口
交
差
点
付
近
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
、右
折
レ
ー

ン
を
設
け
る
必
要
が
あ

る
。県
に
強
く
要
望
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　
歩
道
整
備
事
業
は

測
量
調
査
設
計
、地
元
や

工
事
関
係
者
へ
の
説
明
を

終
え
て
い
る
。本
年
度
か
ら

７
年
度
で
用
地
買
収
と
物

件
補
償
、７
年
度
と
８
年

度
に
工
事
を
行
う
予
定
で

あ
る
。こ
の
事
業
は
、県
営

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県

に
照
会
し
て
答
弁
し
た
。

　
一
戸
口
交
差
点
の
改
良

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も

県
に
要
望
し
て
い
る
。市
町

村
要
望
で
は
、「
早
期
整
備

は
難
し
い
状
況
だ
が
、交

通
量
の
推
移
や
公
共
事
業

費
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
」と
の
方
針
が
示
さ
れ

た
。村
で
は
、引
き
続
き
強

く
要
望
し
て
い
く
。

一
般
質
問

村長立候補時の公約10項目の
進ちょく状況を示せ
村長▶コロナ禍に見舞われる中ではあったが
　　　できる限りのことをしてきた

問　
村
長
は
、立
候
補
の

際
に
10
項
目
の
重
点
政
策

を
公
約
し
、村
政
に
取
り

組
ん
で
き
た
。公
約
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
示
せ
。

村
長　
公
約
10
項
目
の
取

組
状
況
は
、次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

①「
人
口
減
少
対
策
の

推
進
」で
は
、Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略

室
を
設
置
。若
者
定
住
促

進
住
宅
の
入
居
要
件
見
直

し
、移
住
奨
励
金
の
創
設

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

採
用
す
る
な
ど
、人
口
減

少
対
策
を
強
化
し
た
。

　

②「
伊
保
内
高
校
へ
の

支
援
強
化
」で
は
、制
服
購

入
費
助
成
や
育
英
奨
学
金

の
返
還
免
除
に
加
え
て
県

外
留
学
生
の
受
入
れ
、寄

宿
舎
的
な
宿
泊
施
設
の
整

備
な
ど
を
行
っ
た
。

　

③「
子
育
て
支
援
の
充

実
」で
は
、給
食
費
を
高
校

登校する長興寺小学校の児童

髙
﨑
覺
志
議
員

生
ま
で
無
償
化
、村
単
独

の
子
ど
も
手
当
の
創
設
な

ど
を
実
施
。子
育
て
支
援

に
は
、異
次
元
と
も
い
え
る

取
り
組
み
を
行
って
き
た
。

　

④「
農
林
商
工
業
な
ど

の
産
業
振
興
の
方
策
」で

は
、生
産
基
盤
整
備
事
業

に
係
る
補
助
の
拡
充
、営

農
指
導
強
化
、６
次
産
業

化
へ
の
補
助
金
創
設
な
ど

を
行
っ
た
。林
業
で
は
、木

の
駅
を
整
備
し
て
自
伐
型

林
業
を
普
及
。産
業
全
般

で
は
、産
業
活
性
化
支
援

助
成
事
業
を
創
設
し
た
。

　

⑤「
教
育
環
境
整
備
の

促
進
」で
は
、小
学
校
統
合

に
向
け
条
例
を
改
正
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。ま

た
、通
学
バ
ス
の
対
象
拡

大
、エ
ア
コ
ン
整
備
な
ど
教

育
環
境
を
整
備
し
た
。社

会
教
育
分
野
で
は
、宅
配

図
書
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
振

興
事
業
補
助
金
の
創
設
な

ど
を
行
っ
た
。

　
⑥「
保
健
福
祉
の
充
実
」

で
は
、帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

予
防
接

種
へ
の
新
規
助
成
、「
ほ
ず

の
い
え
」の
整
備·

運
営
、

75
歳
以
上
の
村
内
バ
ス
無

料
化
な
ど
を
行
っ
た
。

　

⑦
「
住
民
自
治
の
推

進
」で
は
、地
域
振
興
交
付

金
や
小
型
除
雪
機
の
配
置

な
ど
が
各
行
政
区
の
課
題

改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

⑧「
安
全
安
心
の
村
づ

く
り
」で
は
、防
災
行
政
無

線
戸
別
受
信
機
を
希
望
世

帯
へ
配
備
、九
戸
分
署
新

築
移
転
や
消
防
団
員
の
待

遇
改
善
な
ど
を
行
っ
た
。

　

⑨
「
環
境
保
全
対
策

の
推
進
」で
は
、パ
ー
ク
ビ

レ
ッ
ジ
構
想
に
は
、ま
だ
手

を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、

村
長
選
挙
へ
再
度

立
候
補
の
意
志
は

長
興
寺
上
の
歩
道
整
備
早
期
に

答弁する晴山村長答弁する晴山村長

環
境
美
化
推
進
条
例
を
制

定
。木
の
駅
に
よ
る
里
山
の

景
観
維
持
保
全
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

⑩「
財
政
の
健
全
性
の

維
持
」で
は
、大
き
な
事
業

の
実
施
で
令
和
３
年
度
は

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が

赤
字
と
な
っ
た
が
、４
年
度

は
黒
字
に
転
じ
て
い
る
。村

長
給
与
に
関
し
て
は
、公

約
ど
お
り
減
額
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
村

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、で
き
る
限
り
の
こ
と

は
し
て
き
た
。

問　
引
き
続
き
村
政
を
担

い
、村
長
選
挙
に
立
候
補

す
る
意
思
が
あ
る
か
。

村
長　

質
問
に
「
イ
エ

ス
」か「
ノ
ー
」で
答
え
る

と
す
れ
ば
、「
イ
エ
ス
」で

あ
る
。ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
さ
ら
に
進
め
る
と

と
も
に
、深
め
て
い
く
こ

と
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

～村政を問う～
一般質問に5人が登壇

　令和５年第４回定例会での一般質問は12月７日に行われ、５人の議員が一般質問に登壇
し、活発な議論が展開されました。掲載している内容は、紙面の都合で要約しています。
※　全文記録(議事録)は、村ホームページでご覧いただけます。

質問議員（質問順） 質　問　事　項 掲載ページ

髙﨑　覺志 議員
○村長の重点政策の取り組みについて
○長興寺上地区の歩道設置について
○パークビレッジ構想について

11

中村　國夫 議員
○本村の農業振興について
○四村サミットについて
○ＡＩの導入について

12

保大木信子 議員 ○教育環境整備について
○学童保育の目的・役割の充実について 13

坂本　豊彦 議員 ○主要施策推進に向けた各種事業の取り組み状況について
○地場産業の振興策について 14

久保えみ子 議員
○物価高騰から住民を守る対策について
○デマンド交通について
○高すぎる国保税の引き下げについて

15

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
などについて所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。
　九戸村議会では、一人60分以内の制限時間で質問を行います。

※　一般質問は、アクリルパーテーションを設置した上で、マスクをはずして行っています。

議会を傍聴してみませんか!

次の定例会は

3月4日からの

予定です
傍 聴 席 か ら

議員が議会でどのような発言をしているのか。
村がどのような施策を行おうとしているのか。
一度、議会を傍聴してみてはいかがでしょうか。

第4回定例会の一般質問を傍聴する皆さん第4回定例会の一般質問を傍聴する皆さん

くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行 〈10〉くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行〈11〉



一
般
質
問

保
大
木
信
子
議
員

一
般
質
問

中
村
國
夫
議
員

問　
本
村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
は
、高
齢
化
の

進
行
や
後
継
者
不
足
な
ど

で
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
は
い
る
が
、甘
茶
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と

の
新
聞
報
道
や「
ま
さ
ざ

ね
ネ
ギ
」の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
発
表
な
ど
、今
後
の
展

開
に
強
い
期
待
感
を
抱
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

村
長
は
こ
う
し
た
中

で
、農
業
振
興
を
ど
う
進

め
て
い
く
考
え
で
い
る
か
。

村
長　
今
後
の
農
業
振
興

の
課
題
は
、後
継
者
不
足

と
人
手
不
足
の
解
決
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

後
継
者
の
問
題
で
は
、

収
入
面
の
要
因
も
あ
る
こ

と
か
ら
野
菜
価
格
安
定

補
償
制
度
の
継
続
や
商
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、営
農
指

導
強
化
な
ど
に
よ
る
所
得

向
上
の
支
援
。ナ
イ
ン
ズ

フ
ァ
ー
ム
の
新
規
研
修
者

確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

　

人
手
不
足
は
、他
の
産

業
で
も
深
刻
な
状
況
で
あ

問　
本
村
と
野
田
村
、普

代
村
、田
野
畑
村
の
県
内

全
４
村
の
村
長
が
、盛
岡

市
内
の
大
型
商
業
施
設
で

行
わ
れ
た
物
産
展
に
お
い

て
、「
四
村
サ
ミ
ッ
ト
共
同

宣
言
」を
発
表
し
た
。そ

の
狙
い
と
成
果
を
示
せ
。

村
長　

県
内
33
市
町
村

の
内
訳
は
、市
が
14
、町
が

15
、村
が
４
で
、村
の
数
が

問　
本
村
の
小
学
校
は
、

児
童
数
減
少
に
よ
り
複
式

学
級
が
多
い
。教
育
長
は

こ
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。ま
た
、予
定
す
る

小
学
校
の
統
合
・
新
設
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
、ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、小

中
学
校
の
再
編
を
小
中
一

貫
校
ま
た
は
義
務
教
育
学

校
の
い
ず
れ
か
に
移
行
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

教
育
長
と
し
て
は
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
複
式
学
級
に
お

い
て
は
、工
夫
を
凝
ら
し

た
丁
寧
な
授
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

国
が
目
指
す「
協
働
的
な

学
習
」と
い
う
面
に
お
い
て

は
、授
業
内
で
の
協
働
的

な
学
び
の
場
面
が
限
定
さ

れ
る
。統
合
に
よ
り
、こ
う

し
た
現
状
の
問
題
点
を
解

決
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　

小
学
校
統
合
に
つ
い
て

は
、統
合
準
備
委
員
会
の

中
の
専
門
部
会
で
着
実
に

検
討
・
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
年
明
け
早
々
に

２
回
目
の
準
備
委
員
会
を

開
催
し
、検
討
結
果
等
の

共
有
と
懸
案
事
項
の
協
議

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
小
中
一
貫
校
と
義
務
教

育
学
校
の
選
択
に
つ
い
て

は
、本
村
の
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
形
態
が
い
ず
れ
な
の

か
を
考
え
た
上
で
、で
き
る

だ
け
早
期
に
教
育
委
員
会

と
し
て
の「
学
校
再
編
案
」

を
提
示
し
た
い
。

　
「
持
続
可
能
で
良
質
な

教
育
環
境
の
整
備
に
関
す

る
指
針(

指
針)

」
は
、
ナ

イ
ン
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等

で
出
さ
れ
た
意
見
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
策
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
教
育
長
と
し
て
、

そ
こ
に
掲
げ
た
目
標
に
向

け
て
説
明
を
尽
く
し
、
理

解
を
得
て
い
き
た
い
。

問　
総
合
教
育
会
議
は
、

地
方
公
共
団
体
の
長
と
教

育
委
員
会
と
い
う
執
行
機

関
同
士
の
協
議
・
調
整
の

場
と
さ
れ
る
。村
長
と
し

て
、こ
の
会
議
で
決
定
し

た
こ
と
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
間
違
い
は
な
い
か
。

村
長　
学
校
再
編
に
関
し

調
整
が
図
ら
れ
た
事
項
は

▽
指
針
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
再
編
に
向
け
て
取
り

組
む
▽
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、「
村
民
の
声
に
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
る
」―
の

２
点
で
あ
る
。こ
の
こ
と
を

前
提
と
し
て
、会
議
で
決
め

た
こ
と
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
間
違
い
は
な
い
。

　

指
針
は
、方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、今
後

教
育
委
員
会
が
必
要
な
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
上
で
、具

体
化
し
た
学
校
再
編
案
が

総
合
教
育
会
議
に
諮
ら
れ

る
。そ
の
案
を
、村
民
の
合

意
が
得
ら
れ
た
も
の
と
判

断
で
き
る
場
合
に
は
、行

政
全
体
の
責
任
者
と
し
て

条
例
や
予
算
な
ど
の
提
案

を
行
う
考
え
で
い
る
。

指
針
の
実
行
は

り
、九
戸
村
総
合
公
社
で

は
、福
祉
施
設
か
ら
労
働

提
供
を
受
け
て
い
る
状
況

で
あ
る
。今
後
は
、設
立
予

定
の
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合（
※
）や
新

聞
報
道
の
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ

プ
モ
リ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
農

業
支
援
に
も
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　

ま
た
、農
業
維
持
の
た

め
に
作
成
す
る「
地
域
計

画
」で
も
、状
況
に
即
し
た

対
応
を
協
議
し
て
い
く
考

え
だ
。需
要
が
増
え
て
い

る
甘
茶
に
関
し
て
は
、生

産
と
販
売
体
制
の
強
化

を
指
示
し
て
い
る
。

〝
四
村
サ
ミ
ッ
ト
〟狙
い
は
何
か

教育長として小中学校再編を
どのように考えているのか
教育長▶村民の声を反映した再編指針であり
　　　　掲げた目標に向けて取り組む

高齢化と後継者不足の中で
今後の農業振興をどう進めるのか
村長▶特定地域づくり事業協同組合など
　　　多様な担い手の確保・育成を進める

一
番
少
な
い
こ
と
か
ら
、そ

の
こ
と
を
逆
手
に
取
っ
た
の

が「
４
村
サ
ミ
ッ
ト
」の
着

想
で
あ
る
。

　

理
念
は
、「
四
つ
の
村

は
、小
さ
い
な
が
ら
も
、歴

史
と
伝
統
の
あ
る
地
域
を

営
々
と
築
い
て
き
た
。(

中

略)

私
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ

村
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
、こ
れ
か
ら
も
素
晴

ら
し
い
村
を
創
っ
て
い
く
」

と
共
同
宣
言
の
中
に
掲
げ

て
い
る
。

　
狙
い
と
し
て
は
、今
回
の

宣
言
を
契
機
に
、四
村
が

関
係
を
深
め
、協
力
し
合

い
、知
恵
を
絞
り
、情
報
発

信
に
努
め
る
こ
と
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
村
の
発
展
・
振
興

は
も
と
よ
り
、本
村
に
お
い

て
は「
誰
も
が
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
村
」実
現

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

成
果
は
、共
同
宣
言
後

の
物
産
展
で
、４
人
の
村

長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ

り
村
の
魅
力
や
観
光
、特

産
品
の
情
報
発
信
を
行
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、宣
言
を
受
け
て

事
務
レ
ベ
ル
で
は
、定
期
的

に
会
議
を
開
い
て
産
直
施

設
の
商
品
連
携
、郷
土
芸

能
団
体
や
職
員
交
流
の
ほ

か
、観
光
資
源
な
ど
も
共

有
・
連
携
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
、成
果
を

出
せ
る
よ
う
に
話
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

活動方針などを協議した第１回統活動方針などを協議した第１回統
合準備委員会＝８月８日合準備委員会＝８月８日

問　
少
子
化
は
、就
労
と

子
育
て
の
は
ざ
ま
で
、親

の
負
担
が
多
す
ぎ
る
こ

と
も
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。親
の
負
担
軽

減
を
目
的
に
、冬
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
中
に
学

童
保
育
で
昼
食
を
提
供

す
る
こ
と
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

村
長　
長
期
休
暇
中
の

昼
食
の
提
供
を
給
食
セ

ン
タ
ー
で
実
施
で
き
れ
ば

よ
い
が
、調
理
機
材
が
少

人
数
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
点

で
難
し
い
。

　

村
と
し
て
は
、地
域
や

民
間
活
力
に
よ
る「
こ
ど

も
食
堂
」「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ(

※)

」な
ど
の
活
動

に
対
し
、支
援
す
る
こ
と

が
現
実
的
な
解
決
策
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

学
童
保
育
へ
昼
食
提
供
を

「四村サミット共同宣言」を発表する(左から)
佐々木靖田野畑村長、柾屋伸夫普代村長、晴山
裕康九戸村長、小田祐士野田村長＝10月13
日、盛岡市

「まさざねネギ」をＰＲするネギ栽培「まさざねネギ」をＰＲするネギ栽培
農家の七戸宏大さん(右)とまさざ農家の七戸宏大さん(右)とまさざ
ねくんねくん

※　「特定地域づくり事業協同組合」に※　「特定地域づくり事業協同組合」に
ついては、3㌻に関連記事。６㌻と７㌻ついては、3㌻に関連記事。６㌻と７㌻
に視察調査内容を掲載しています。に視察調査内容を掲載しています。

九戸村食生活改善推進員協議会と細屋
サロンが世代間交流を目的に開催した
「こども食堂」＝12月25日、細屋ふれあ
いセンター

※　家庭で余っている食品を集めて、必要としているフードバンク等の生活※　家庭で余っている食品を集めて、必要としているフードバンク等の生活
困窮支援団体、子ども食堂などに寄付する活動をいう。困窮支援団体、子ども食堂などに寄付する活動をいう。 くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行 〈12〉くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行〈13〉



一
般
質
問

久
保
え
み
子
議
員

一
般
質
問

坂
本
豊
彦
議
員

全世帯を対象に物価高騰対策を
実施する必要があると思うが
村長▶支援事業の実施に必要な予算を
　　　本定例会中に追加提案したい

令和６年度以降の地域おこし協力隊
任用計画と任用の見通しを示せ
村長▶継続隊員と新たな任用を合わせ
　　　人数枠は本年度と同じ16人で進める

使
い
や
す
い
デ
マ
ン
ド
交
通
に

問　
物
価
高
騰
で
実
質

賃
金
は
下
が
り
続
け
、村

民
の
暮
ら
し
は
深
刻
で
あ

る
。非
課
税
世
帯
に
限
定

す
る
国
の
給
付
金
の
枠
を

超
え
て
、全
世
帯
を
対
象

と
し
た
生
活
支
援
金
の
給

付
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
、物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
全
て
の
事
業

者
に
対
し
て
も
、本
年
度

も
支
援
事
業
を
実
施
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

村
長　
国
の
給
付
金
は
、

こ
れ
ま
で
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
と
す
る
こ
と

が
多
く
、不
均
衡
が
生
じ

て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。そ

の
こ
と
か
ら
、村
単
独
で

均
等
割
の
み
の
課
税
世
帯

に
対
し
て
は
、電
気
ガ
ス

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊

急
支
援
給
付
金
５
０
０
０

円
を
。ま
た
、物
価
高
騰

対
策
生
活
支
援
給
付
金
と

し
て
村
民
一
人
当
た
り
に

５
０
０
０
円
を
給
付
。全

世
帯
対
象
と
し
て
は
、ク
ー

ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
る
。

　

今
回
、国
の
総
合
経
済

対
策
に
よ
り
追
加
交
付
さ

れ
る
交
付
金
で
は
、全
世

帯
対
象
の
支
援
、そ
し
て

昨
年
度
に
引
き
続
き
燃
油

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
農
業
者
・
小
規
模
事
業

者
と
、飼
料
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
畜
産

農
家
を
対
象
と
す
る
支
援

策
を
考
え
て
い
る
。予
算
に

つ
い
て
は
、本
定
例
会
中
に

追
加
提
案（
関
連
記
事
３

㌻
）す
る
考
え
で
い
る
。

物価の高騰は、村内事業者へ大き物価の高騰は、村内事業者へ大き
な影響を及ぼしている＝産業芸術な影響を及ぼしている＝産業芸術
文化まつり産業部門文化まつり産業部門

問　
村
で
は
、デ
マ
ン
ド

交
通(

※)

を
導
入
す
る
た

め
に
、住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。高
齢
者
や

体
が
不
自
由
な
人
な
ど
、

自
家
用
車
を
使
用
で
き
な

い
人
た
ち
も
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
村
民
の

声
を
し
っ
か
り
聴
い
て
こ

そ
、公
共
交
通
機
関
の
役

割
を
果
た
せ
る
も
の
と
考

え
る
。

　
村
民
か
ら
は
、「
使
い
や

す
く
し
て
ほ
し
い
」と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、デ
マ
ン

ド
交
通
を
村
の
福
祉
施
策

と
し
て
位
置
付
け
て
、無

料
で
利
用
で
き
る
対
象
者

を
拡
大
す
る
こ
と
。予
約

手
続
き
を
簡
単
に
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　
来
年
度
か
ら
予
定

す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
は
、運
転
手
不
足
な
ど

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

現
在
村
内
を
運
行
し
て
い

る
循
環
バ
ス
の
利
便
性
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、事

前
予
約
制
で
は
あ
る
が
従

来
の
バ
ス
停
や
運
行
時
間

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
公
共
交
通
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、大
型
バ
ス
を
小
型

の
ワ
ゴ
ン
車
両
に
変
え
る

こ
と
で
、狭
い
道
路
も
走
行

で
き
、利
用
者
の
自
宅
近

く
で
乗
下
車
で
き
る
こ
と

や
乗
り
降
り
も
比
較
的
容

易
に
な
る
と
い
う
点
で
は
、

高
齢
者
に
や
さ
し
い
も
の

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

車
い
す
利
用
に
は
車

両
改
造
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、介
護
資
格
者
の
乗

車
や
許
認
可
も
必
要
で

あ
り
、バ
ス
運
行
事
業
者

が
行
う
公
共
交
通
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うを
超
え
て
し
ま
う
。予

約
シ
ス
テ
ム
は
、使
い
や

す
い
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、担
当
部
署
に
指
示
し

て
い
る
。バ
ス
料
金
の
無

料
対
象
者
拡
大
に
関
し

て
は
、検
討
事
項
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、本

村
で
初
め
て
取
り
組
む
も

の
で
あ
る
。改
善
を
行
い

な
が
ら
、だ
れ
も
が
使
い

や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

平成17年度から運行されている九戸
村循環バス。九戸地域診療センター利
用者からのデマンド交通導入に向けた
ヒアリングでは、「循環バスは待ち時間
が長い」などの声も出されている

問　
本
村
の
甘
茶
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
に
効
果
が
あ
る
と

新
聞
報
道
さ
れ
、需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、甘
茶

を
一
気
に
増
反
す
る
こ
と

は
、か
な
り
厳
し
い
。こ
れ

ま
で
も
研
究
機
関
の
協
力

な
ど
を
得
て
取
り
組
ま
れ

て
き
た
が
、収
益
の
こ
と
、

苗
の
増
殖
が
非
常
に
難
し

い
こ
と
、栽
培
・
収
穫
作

業
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
て

栽
培
面
積
の
拡
大
に
結
び

付
い
て
い
な
い
。

　
山
積
す
る
課
題
を
解
決

し
て
地
場
産
業
を
振
興
す

今
後
の
甘
茶
振
興
策
は

る
た
め
に
も
、除
草
シ
ー

ト
の
導
入
助
成
や
収
穫

作
業
の
軽
減
策
の
研
究
な

ど
が
必
要
で
あ
る
が
、今

後
の
甘
茶
栽
培
を
村
長
は

ど
う
進
め
て
い
く
考
え
で

い
る
の
か
。

村
長　
甘
茶
は
９
月
の
新

聞
報
道
後
、店
頭
の
商
品

が
瞬
く
間
に
売
り
切
れ
、

取
引
注
文
が
殺
到
す
る
な

ど
、需
要
が
極
め
て
高
ま
っ

て
い
る
。

　

一
方
で
、高
齢
化
に
よ

り
生
産
体
制
が
衰
退
し
て

お
り
、本
年
度
の
生
産
量

は
、異
常
気
象
も
あ
り
過

去
最
低
と
な
っ
た
。こ
の
た

め
九
戸
村
総
合
公
社
で

は
、本
年
度
産
の
甘
茶
か

ら
販
売
価
格
を
見
直
し
、

業
務
用
の
販
売
価
格
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
方
針
で

進
め
、生
産
者
か
ら
の
買

取
価
格
を
１
・５
倍
程
度

ま
で
引
き
上
げ
る
な
ど
、

生
産
者
に
利
益
を
還
元
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

甘
茶
の
栽
培
は
、草
刈

り
や
収
穫
作
業
に
手
間
が

か
か
る
作
物
で
あ
り
、省

力
化
の
た
め
に
収
穫
葉
取

り
機
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
も
あ
る
が
、期
待
し

た
よ
う
な
開
発
は
で
き
な

か
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

甘
茶
は
本
村
を
代
表
す
る

特
産
品
で
あ
り
、商
品
の

価
値
も
見
直
さ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
栽
培
の
省
力
化

や
生
産
者
の
確
保
・
育
成

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

需要が高まっている甘茶。オドデ館で需要が高まっている甘茶。オドデ館で
は、「１家族２袋まで」と制限して販売は、「１家族２袋まで」と制限して販売
されている＝オドデ館されている＝オドデ館

「任期特例」
 とは

問　
本
村
で
は
現
在
、13

人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
任
用
し
て
い
る
。本

年
度
末
に
は
、６
人
の
隊

員
が
任
期
を
満
了
す
る

こ
と
に
な
る
が
、来
年
度

以
降
の
任
用
計
画
、任
用

の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　
任
期
が
満
了
す
る

６
人
の
隊
員
と
は
、任
期

後
の
進
路
を
何
度
と
な
く

相
談
し
て
き
た
。そ
う
し

た
中
で
、５
人
が
コ
ロ
ナ
禍

で
十
分
な
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
任
期

特
例
」に
よ
り
、任
期
を

延
長
し
た
い
意
向
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
の
特
例
を
適
用
す
れ

ば
、本
年
度
で
任
期
を
終

え
る
本
村
の
隊
員
は
、１

年
間
の
任
期
延
長
が
可
能

と
な
る
。村
で
は
、隊
員
が

定
住
す
る
た
め
の
助
走
期

間
と
し
て
、任
期
を
延
長

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

来
年
度
以
降
の
隊
員
の

人
数
枠
は
、継
続
す
る
隊

員
と
新
た
に
任
用
す
る
隊

員
を
合
わ
せ
て
、本
年
度

と
同
じ
16
人
と
し
て
進
め

て
い
く
考
え
だ
。

　地域おこし協力隊員の任期
は、最長３年と定められていま
す。しかしながら、コロナ禍に
より、任期中に十分な活動が
できなかった隊員(令和元年度
から３年度までの任用者に限
る。)を対象に、隊員が３年を超
える活動を希望し、受け入れ自
治体が「任期の延長が必要」と
認める場合には、任期延長の
特例を認めるものです。

手作りの「木のおもちゃ」をプレ手作りの「木のおもちゃ」をプレ
ゼントして保育園児と交流するゼントして保育園児と交流する
地域おこし協力隊員ら地域おこし協力隊員ら

※　予約する利用者に応じて、運行する時刻や発着地などを自由に組み合わせる※　予約する利用者に応じて、運行する時刻や発着地などを自由に組み合わせる
　ことができる交通方式のことで、予約がある場合にのみ運行される。　ことができる交通方式のことで、予約がある場合にのみ運行される。 くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行 〈14〉くのへ議会だより　第232号・令和6年2月14日発行〈15〉



小さな太陽
＝明日をひらく子どもたち＝
小さな太陽
＝明日をひらく子どもたち＝
キラキラ輝く瞳。大きな夢なら負けません。
このコーナーでは、そんな太陽のような目をした子どもたちに登場してもらいます。
キラキラ輝く瞳。大きな夢なら負けません。
このコーナーでは、そんな太陽のような目をした子どもたちに登場してもらいます。

 

九
戸
村
に
は
、
人
口
減
少
や
観
光

客
数
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
る

と
い
う
良
さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
自
然
を
生
か
し
た
遊
び
を
通

し
、
未
来
に
向
け
て
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
増
や
す
た
め
に
、
二
つ
提

案
を
し
ま
す
。

 

一
つ
目
は
、
く
の
へ
ス
キ
ー
場
を

利
用
し
た
「
宝
探
し
」
で
す
。
雪
の

中
に
宝
を
隠
し
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
な
が
ら
宝
探
し
を
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
冒
険
を
し
て
い
る

よ
う
な
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
く

宣
伝
す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の

人
に
九
戸
村
に
来
て
も
ら

い
、
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
、
瀬
月
内
川
の
緩
や
か

な
流
れ
の
場
所

に
「
ご
ざ
」
を
浮
か
べ
て
、

そ
の
上
を
走
る
「
ご
ざ
走
り
」
で

す
。
川
遊
び
を
通
し
て
、
瀬
月
内
川

の
良
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　ぼ
く
た
ち
の
村
に
は
、た
く
さ
ん
の

自
然
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
続
け
れ
ば
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
増
え
、笑
顔
あ
ふ
れ

る
九
戸
村
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

自
然
を
生
か
し

  

笑
顔
あ
ふ
れ
る
村

大好きな山根小
卒業まであとわずか。

これからも
よろしくネ!!
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　表紙の写真は、「九戸の山伏神楽祭
典」で江刺家神楽を披露する伊保内高
校郷土芸能委員会の皆さんです。奏楽
の調べにのせ、ひた向きに舞う姿に会
場から感動の拍手が送られました。

●
コ
ロ
ナ
の
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か

ら
昨
年
10
月
に
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た

視
察
調
査
を
、
各
常
任
委
員
会
で
課
題
解
決

に
必
要
な
テ
ー
マ
を
選
び
実
施
し
ま
し
た
。

●
今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」で
は
、議
員
が
そ
の

視
察
で
見
て
、聞
い
て
、実
感
し
た
こ
と
を

掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
は
、視
察
の
成
果
を

生
か
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
私
た
ち
議
会
広
報
常
任
委
員
は
、
分
か
り
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の

発
行
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
取
材

の
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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